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成
田
市

鳥
取
市

な
に
わ
な
ん
で
も
大
阪
検
定

お
も
ち
ゃ
も
展
示
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大
阪
の
中
心
部
・
中
之
島
を
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
や
光
の
ア
ー
ト
で
彩
る
「
Ｏ
Ｓ
Ａ

Ｋ
Ａ
光
の
ル
ネ
サ
ン
ス
２
０
０
８
」
の
連
携
イ
ベ
ン
ト
「
大
阪
・
光
の
ま
ち
づ
く
り
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
〜
フ
ラ
ン
ス
の
光
に
学
ぶ
」
が
１２
月
２０
日
、
大
阪
市
の
堂
島
リ
バ
ー
フ
ォ

ー
ラ
ム
で
開
か
れ
、
約
２
０
０
人
が
参
加
し
た
。

主
催
は
、
光
の
ま
ち
づ
く

り
企
画
推
進
委
員
会
、
中
之

島
ま
ち
の
魅
力
向
上
実
行
委

員
会
。

同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
０８

年
に
日
本
と
フ
ラ
ン
ス
が
交

流
を
開
始
し
て
１
５
０
周
年

を
迎
え
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

フ
ラ
ン
ス
で
光
が
ま
ち
づ
く

り
に
果
た
し
て
い
る
役
割
な

ど
に
つ
い
て
考
え
よ
う
と
開

催
さ
れ
た
。

基
調
講
演
で
は
、
元
Ｎ
Ｈ

Ｋ
キ
ャ
ス
タ
ー
の
磯
村
尚
徳

・
日
仏
メ
デ
ィ
ア
交
流
協
会

会
長
が
「
フ
ラ
ン
ス
の
街
づ

く
り
と
光
」
の
テ
ー
マ
で
講

演
し
た
。
ミ
ッ
テ
ラ
ン
大
統

領
時
代
の
パ
リ
大
改
造
計
画

な
ど
、
歴
代
の
大
統
領
が
行

っ
た
街
づ
く
り
の
事
例
を
紹

介
。
パ
リ
の
街
づ
く
り
に
は

�
文
化
の
力
を
世
界
に
発
信

す
る
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
�

具
体
的
な
実
行
の
た
め
の
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
�
世
界
一
の

街
に
し
よ
う
と
す
る
市
政
、

市
民
の
強
い
意
識

が
あ

る
と
指
摘
し
た
。

続
い
て
パ
リ
出
身
の
マ
ニ

グ
リ
エ
真
矢
・
エ
ク
ス
プ
リ

ム
代
表
取
締
役
が
、
世
界
遺

産
の
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
聖
堂

で
知
ら
れ
る
中
央
フ
ラ
ン
ス

の
光
の
街
シ
ャ
ル
ト
ル
の
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
紹
介
。

日
帰
り
客
中
心
の
町
が
、
イ

ベ
ン
ト
に
よ
り
ホ
テ
ル
の
稼

働
率
が
８０
％
に
上
が
る
な
ど

滞
在
型
に
変
わ
っ
た
こ
と
を

説
明
し
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
は
、
「
都
市
活
性
化
に
果

た
す
�
光
�
の
役
割
と
可
能

性
」
の
テ
ー
マ
で
、
岡
智
恵

子
・
水
都
２
０
０
９
実
行
委

員
会
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
森
秀

人
・
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
Ｍ
代
表
、

マ
ニ
グ
リ
エ
真
矢
氏
が
参

加
。
磯
村
氏
が
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
を
務
め
た
。
「
も
っ

と
イ
ベ
ン
ト
の
告
知
が
必

要
」
「
大
阪
ら
し
さ
を
再
度

議
論
す
る
べ
き
」
な
ど
の
意

見
が
交
わ
さ
れ
た
。

【
西
岡
亜
矢
子
】

年
末
に
は
大
企
業
の
大
量
リ

ス
ト
ラ
な
ど
が
あ
り
、
１
０
０

年
に
一
度
の
経
済
危
機
と
も
報

じ
ら
れ
、
０９
年
は
厳
し
い
正
月

を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ

ん
な
中
、
格
安
航
空
会
社
の
ジ

ェ
ッ
ト
ス
タ
ー
が
０８
年
１２
月
１８

日
に
成
田
や
関
空
と
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
各
地
を
結
ぶ
路
線
と
し

て
就
航
し
た
。
燃
油
サ
ー
チ
ャ

ー
ジ
が
大
き
な
負
担
と
な
っ
て

い
る
今
日
の
海
外
旅
行
マ
ー
ケ

ッ
ト
で
、
日
豪
間
の
往
復
航
空

運
賃
が
数
万
円
と
あ
っ
て
注
目

が
集
ま
る
。

成
田
と
羽
田
の
両
空
港
で
も

滑
走
路
の
拡
張
や
増
設
の
工
事

が
進
み
、
さ
ら
に
は
都
心
と
成

田
空
港
を
３５
分
で
結
ぶ
北
総
線

か
ら
の
延
長
工
事
も
２
０
１
０

年
の
完
成
に
向
け
て
進
ん
で
い

る
。
そ
の
沿
線
の
押
上
駅
の
前

で
は
、
世
界
一
の
電
波
塔
「
東

京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
」
の
工
事
が

始
ま
っ
た
。
何
本
も
の
巨
大
ク

レ
ー
ン
が
動
い
て
い
る
。

発
着
枠
の
拡
大
か
ら
も
格
安

航
空
会
社
の
参
入
の
増
加
は
当

然
の
動
き
に
な
る
だ
ろ
う
。
原

油
も
値
下
が
り
し
た
の
か
、
ガ

ソ
リ
ン
が
１
０
０
円
程
度
に
な

っ
た
。
０９
年
は
燃
油
サ
ー
チ
ャ

ー
ジ
の
値
下
げ
が
確
実
な
こ
と

で
は
、
外
国
人
の
誘
客
に
も
弾

み
が
つ
く
。
さ
ら

に
円
高
と
相
ま
っ

て
日
本
人
の
海
外

旅
行
拡
大
の
年
と

な
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
景
気

の
悪
化
や
先
行
き

不
安
に
よ
り
消
費

行
動
に
歯
止
め
が

か
か
る
懸
念
が
あ

る
。
影
響
が
少
な

け
れ
ば
い
い
の
だ

が
、
と
願
う
関
係

者
も
少
な
く
な
い

は
ず
だ
。
苦
戦
が

必
至
の
国
内
旅
行

は
外
客
誘
致
と
体
験
交
流
滞
在

型
の
旅
行
に
大
き
く
転
換
す
る

こ
と
が
か
ぎ
と
な
る
。

近
隣
諸
外
国
か
ら
も
、
「
日

本
の
田
舎
」
「
日
本
の
真
実
」

「
人
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
体
験

交
流
を
希
望
す
る
オ
フ
ァ
ー
が

来
て
い
る
。
農
家
や
漁
家
で
の

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
は
、
人
間
関
係

構
築
力
を
課
題
と
す
る
学
校
教

育
に
あ
っ
て
、
修
学
旅
行
で
の

教
育
効
果
も
実
証
さ
れ
て
お

り
、
大
き
く
伸
び
、
定
番
に
な

り
つ
つ
あ
る
。
そ
の
日
本
で
の

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
も
す
で
に
諸
外

国
か
ら
問
い
合
わ
せ
が
あ
る
。

設
備
投
資
が
ほ
と
ん
ど
な
い

体
験
交
流
型
の
観
光
に
力
を
注

ぐ
年
に
し
て
ほ
し
い
。
そ
ん
な

こ
と
を
言
い
続
け
て
１０
年
目
の

正
月
に
な
る
。
そ
の
間
、
南
信

州
観
光
公
社
、越
後
田
舎
体
験
、

和
歌
山
ほ
ん
ま
も
ん
体
験
、
長

崎
県
松
浦
党
な
ど
を
お
手
伝
い

し
て
き
た
が
、
い
ず
れ
も
新
た

な
る
誘
客
分
が
億
円
産
業
に
成

長
し
て
き
た
。
そ
れ
に
続
く
予

備
軍
は
単
年
の
直
接
収
入
が
数

千
万
円
で
は
あ
る
が
、
い
ず
れ

も
億
円
の
未
来
が
見
え
て
い

る
。共

通
し
て
い
る
の
は
既
存
の

観
光
地
が
低
迷
し
て
い
た
り
、

観
光
地
す
ら
な
か
っ
た
り
し
た

こ
と
。
新
た
な
観
光
資
源
が
必

要
だ
と
の
認
識
と
、
こ
の
ま
ま

で
は
ダ
メ
だ
と
い
う
危
機
感
が

体
験
交
流
型
の
観
光
へ
の
扉
を

開
い
た
。
こ
れ
こ
そ
が
地
域
振

興
の
道
だ
と
信
じ
て
進
ん
で
き

た
地
域
で
あ
る
。
信
念
を
持
っ

て
取
り
組
む
新
年
に
し
て
ほ
し

い
。（

体
験
教
育
企
画
代
表
・
藤

澤
安
良
）

外
国
人
ら
が
博
物
館
を
点
検

「
展
示
表
記
の
多
言
語
化
を
」

有識者が意見交換した

〈１３８〉

「
信
念
を
持
っ
て
取
り
組
む
年
に
」

（
北
海
道
標
津
町
の
ご
来
光
）

地
域
振
興
へ
の
信
念

東京国立博物館で「ひとり歩き点検隊」を開催

観
光
庁
は
１２
月
１７
日
、
東

京
都
台
東
区
の
東
京
国
立
博

物
館
で
、
外
国
人
ら
に
よ
る

「
ひ
と
り
歩
き
点
検
隊
」
を

実
施
し
た
。
外
国
人
観
光
客

が
１
人
歩
き
で
き
る
環
境
が

整
っ
て
い
る
か
を
点
検
す
る

の
が
目
的
で
、
観
光
庁
で
行

政
体
験
研
修
中
の
留
学
生
を

含
む
８
人
が
参
加
。
展
示
物

や
館
内
施
設
に
つ
い
て
、
多

言
語
化
の
表
記
を
求
め
る
要

望
な
ど
が
出
た
。

点
検
隊
は
各
地
の
空
港
や

駅
周
辺
な
ど
で
実
施
し
て
き

た
が
、
１
月
２０
日
か
ら
の
集

中
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
Ｙ
Ｏ
Ｋ

Ｏ
Ｓ
Ｏ
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｗ
Ｅ

Ｅ
Ｋ
Ｓ
」で
、
日
本
の
文
化
、

芸
術
を
外
国
人
に
ア
ピ
ー
ル

す
る
こ
と
か
ら
、
博
物
館
を

対
象
に
初
開
催
。
文
化
庁
が

全
面
的
に
協
力
し
た
。

点
検
隊
の
メ
ン
バ
ー
は
、

韓
国
観
光
公
社
東
京
支
社
の

李
太
永
次
長
、
観
光
庁
の
行

政
体
験
研
修
生
な
ど
５
カ
国

・
地
域
の
８
人
。
チ
ケ
ッ
ト

の
購
入
方
法
や
館
内
案
内
、

展
示
物
の
表
示
な
ど
を
点
検

し
た
。

点
検
後
の
意
見
交
換
で

は
、
総
合
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が

６
言
語
で
作
成
さ
れ
て
い
る

こ
と
な
ど
は
評
価
さ
れ
た

が
、
「
個
々
の
展
示
物
も
英

語
だ
け
で
な
く
、
中
国
語
、

韓
国
語
な
ど
で
表
示
で
き
な

い
か
」
と
い
っ
た
要
望
が
あ

っ
た
。
自
動
券
売
機
や
コ
イ

ン
ロ
ッ
カ
ー
の
使
用
方
法
の

説
明
も
英
語
以
外
の
表
示
を

期
待
す
る
声
が
あ
っ
た
。

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
と
風
連
湖

に
は
さ
ま
れ
た
砂
州
「
春
国

岱
」
な
ど
日
本
有
数
の
野
鳥

の
楽
園
を
持
つ
北
海
道
根
室

市
で
、第
２
回
目
と
な
る「
ね

む
ろ
バ
ー
ド
ラ
ン
ド
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
が
２
月
７
、
８

の
両
日
に
開
か
れ
る
。
主
催

は
根
室
市
と
根
室
市
観
光
協

会
。
探
鳥
ツ
ア
ー
や
展
示
な

ど
を
行
う
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ
の
イ
ベ
ン
ト
。
参
加
者

を
募
集
し
て
い
る
。

野
鳥
愛
好
家
の
間
で
世
界

的
に
有
名
な
春
国
岱
原
生
野

鳥
公
園
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ

ー
や
白
鳥
台
セ
ン
タ
ー
「
す

わ
ん
４４
ね
む
ろ
」
、
温
根
沼

会
館
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー「
み
ず
と
り
」が
主
会
場
。

専
門
家
が
案
内
す
る
探
鳥

会
、
船
上
か
ら
海
鳥
を
観
察

す
る
根
室
半
島
一
周
探
鳥
ツ

ア
ー
な
ど
の
体
験
型
プ
ロ
グ

ラ
ム
、
初
心
者
も
楽
し
め
る

探
鳥
講
座
や
写
真
講
座
も
用

意
さ
れ
て
い
る
。
シ
マ
フ
ク

ロ
ウ
展
や
ラ
ム
サ
ー
ル
展
も

開
か
れ
る
。

厳
冬
期
に
行
う
バ
ー
ド
ウ

ォ
ッ
チ
ン
グ
の
イ
ベ
ン
ト
は

珍
し
く
、
海
外
か
ら
の
問
い

合
わ
せ
も
多
い
と
い
う
。

問
い
合
せ
先
は
、
実
行
委

員
会
事
務
局
（
根
室
市
役
所

水
産
経
済
部
商
工
観
光
課
内

・
�
０
１
５
３
・
２３
・
６
１

１
１
）
。

厳
冬
期
に
探
鳥
ツ
ア
ー

大阪府
根
室
市

２
月
に
バ
ー
ド
フ
ェ
ス

イルミネーション
御堂筋で点灯実験

大
阪
府
は
１２
月
８
日
か

ら
、
大
阪
の
メ
ー
ン
ス
ト
リ

ー
ト
で
あ
る
御
堂
筋
の
一
部

で
、
に
ぎ
わ
い
の
創
出
を
目

指
し
た
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

点
灯
の
実
証
実
験
を
実
施
し

て
い
る
�
写
真
。
冬
の
御
堂

筋
を
光
の
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド

（
散
歩
道
）
に
す
る
試
み
。

期
間
は
２
月
２８
日
ま
で
。

橋
下
徹
知
事
の
提
唱
す
る

大
阪
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想
の

一
環
で
、
御
堂
筋
の
イ
チ
ョ

ウ
並
木
を
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
で
装
飾
す
る
こ
と
で
他
の

都
市
を
圧
倒
す
る
よ
う
な
美

し
い
「
光
の
ま
ち
」
と
し
て

人
々
を
引
き
つ
け
、
に
ぎ
わ

い
を
創
り
出
す
こ
と
を
目
指

す
。
今
年
度
は
府
民
ニ
ー
ズ

や
事
業
効
果
を
検
証
す
る
こ

と
に
し
て
い
る
。

御
堂
筋
の
西
側
２
列
は

「
イ
ン
ペ
リ
ア
ル
ト
パ
ー
ズ

イ
エ
ロ
ー
」
（
愛
称
・
御
堂

筋
イ
エ
ロ
ー
）
の
光
で
イ
チ

ョ
ウ
並
木
を
再
現
。
東
側
２

列
は
ピ
ン
ク
や
ホ
ワ
イ
ト
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
光
を
実
験
的

に
点
灯
す
る
。

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
装
飾

に
は
消
費
電
力
が
低
く
、
地

球
環
境
に
優
し
い
発
光
ダ
イ

オ
ー
ド
（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
）
を
使
用

し
、
電
力
は
す
べ
て
グ
リ
ー

ン
電
力
証
書
シ
ス
テ
ム
で
ま

か
な
っ
て
い
る
。

東
京
・
東
銀
座
に
あ
る
群

馬
県
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

「
ぐ
ん
ま
ち
ゃ
ん
家
」
（
ぐ

ん
ま
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
）

の
来
場
者
数
が
１２
月
２１
日
に

１０
万
人
を
達
成
、
同
日
、
記

念
式
が
行
わ
れ
た
。
１０
万
人

目
と
な
っ
た
の
は
奇
し
く
も

県
出
身
の
女
性
で
、
関
係
者

も
驚
き
の
様
子
だ
っ
た
。

式
で
は
１０
万
人
目
と
９
万

９
９
９
９
人
目
、
１０
万
１
人

目
の
３
人
が
、
県
の
石
田
哲

博
企
画
部
長
、
ぐ
ん
ま
ち
ゃ

ん
家
の
金
子
敏
男
家
長
と
と

も
に
く
す
玉
を
割
っ
た
。

１０
万
人
目
と
な
っ
た
の
は

伊
勢
崎
出
身
で
、
今
は
神
奈

川
県
に
住
む
神
林
恵
さ
ん
。

認
定
証
と
と
も
に
、
ペ
ア
温

泉
宿
泊
券
、
ぐ
ん
ま
ち
ゃ
ん

ぬ
い
ぐ
る
み
が
贈
ら
れ
た
。

神
林
さ
ん
は
高
校
時
代
の
友

達
２
人
と
、
伊
香
保
の
石
け

ん
を
買
う
た
め
に
初
め
て
足

を
運
ん
だ
。
「
１０
万
人
目
と

聞
い
て
び
っ
く
り
し
ま
し

た
。
ペ
ア
温
泉
宿
泊
券
の
使

い
は
じ
っ
く
り
考
え
ま
す
」

と
ニ
ッ
コ
リ
。

友
達
の
一
倉
誠
子
さ
ん

（
榛
東
村
出
身
）
は
１０
万
１

人
目
と
な
り
、
９
万
９
９
９

９
人
目
の
池
下
雅
子
さ
ん

（
東
京
都
在
住
）と
と
も
に
、

川
場
村
産
こ
し
ひ
か
り
「
雪

ほ
た
か
」
（
５
�
）
と
ぬ
い

ぐ
る
み
が
贈
ら
れ
た
。

ぐ
ん
ま
ち
ゃ
ん
家
は
０８
年

７
月
オ
ー
プ
ン
。
当
初
は
年

間
来
場
者
１０
万
人
を
見
込
ん

で
い
た
が
、
オ
ー
プ
ン
５
カ

月
で
達
成
し
た
こ
と
に
な

る
。

熊
本
国
際
観
光
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
協
会
（
熊
本
県
熊
本

市
）
は
こ
の
ほ
ど
、
東
京
都

内
で
熊
本
の
観
光
説
明
会
を

開
き
、
来
年
春
か
ら
初
め
て

熊
本
駅
と
人
吉
駅
間
を
運
行

す
る
Ｓ
Ｌ
列
車
な
ど
の
情
報

を
紹
介
し
た
。
説
明
会
後
に

は
、
熊
本
の
食
材
の
試
食
会

も
行
っ
た
。

鹿
児
島
本
線
・
肥
薩
線「
Ｓ

Ｌ
人
吉
」
は
熊
本
駅
と
人
吉

駅
間
を
結
ぶ
。
０９
年
４
月
２４

日
か
ら
運
行
を
開
始
す
る
予

定
。
１１
月
ま
で
の
土
曜
、
休

日
、
春
休
み
、
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
イ
ー
ク
、
夏
休
み
の
期
間

中
、
１
日
１
往
復
す
る
。
全

車
指
定
席
で
、
乗
車
料
金
は

熊
本
駅
〜
人
吉
駅
ま
で
利
用

し
た
場
合
、大
人
１
人
片
道
、

２
５
７
０
円
。

そ
の
ほ
か
説
明
会
で
は
、

０９
年
３
月
ま
で
行
わ
れ
て
い

る
、
熊
本
城
下
町
を
歩
く
ガ

イ
ド
ツ
ア
ー
「
く
ま
も
と
さ

る
く
」
も
紹
介
。
全
８
コ
ー

ス
を
設
け
、そ
の
１
コ
ー
ス
、

熊
本
城
本
丸
御
殿
を
見
て
回

る
「
熊
本
城
本
丸
御
殿
を
見

て
さ
る
こ
っ
」
は
毎
週
金
、

土
、
日
、
月
曜
日
に
実
施
し

て
い
る
。
事
前
に
予
約
が
必

要
で
参
加
料
金
は
１
人
５
０

０
円
。

試
食
会
で
は
熊
本
の
郷
土

料
理
「
馬
肉
料
理
」
を
専
門

店
の
菅
乃
屋
が
ふ
る
ま
っ

た
。
熊
本
の
地
酒
「
東
肥
赤

酒
」は
瑞
鷹
が
、
米
焼
酎「
白

岳
」
は
高
橋
酒
造
が
提
供
し

た
。お

年
玉
キ
ャ
ン
ペ

豪
華
賞
品
を
用
意

千
葉
県
成
田
市
は
１
月
１５

日
ま
で
、ウ
ェ
ブ
限
定
で「
開

運
お
年
玉
プ
レ
ゼ
ン
ト
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
す
る
。

ク
イ
ズ
に
答
え
応
募
す
る

と
、
海
外
旅
行
や
市
内
の
旅

館
・
ホ
テ
ル
の
宿
泊
券
な
ど

が
当
た
る
。

観
光
客
ら
の
多
く
が
、
事

前
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
見

て
成
田
を
訪
れ
て
い
る
状
況

を
踏
ま
え
、
市
観
光
協
会
の

公
式
サ
イ
ト
、
Ｆ
Ｅ
Ｅ
Ｌ
成

田
（http

:
//w
w
w
.nrtk
.

jp
）
を
窓
口
に
し
て
実
施
し

て
い
る
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に

は
旅
館
・
ホ
テ
ル
、
旅
行
会

社
を
含
め
約
８０
社
が
協
力
、

「
２
０
０
点
を
超
え
る
賞
品

が
集
ま
っ
た
」
と
い
う
。

同
サ
イ
ト
の
特
集
ペ
ー
ジ

内
に
あ
る
「
市
検
定
」
ク
イ

ズ
に
答
え
る
の
が
条
件
。
正

解
者
に
抽
選
で
豪
華
賞
品
を

贈
る
。

Ｓ
Ｌ
運
行
や
徒
歩
ツ
ア
ー

熊
本
県

観
光
説
明
会
で
紹
介

くまもとさるく

巨
大
天
使
の
砂
像

イ
ベ
ン
ト
に
出
展

鳥
取
県
鳥
取
市
は
１２
月
１３

〜
２５
日
、
大
阪
市
の
中
之
島

で
、
鳥
取
砂
丘
の
砂
で
作
ら

れ
た
巨
大
な
天
使
の
砂
像
を

展
示
し
た
。
中
之
島
一
帯
が

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
で

飾
ら
れ
る
「
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
光

の
ル
ネ
サ
ン
ス
２
０
０
８
」

イ
ベ
ン
ト
の
一
環
と
し
て
参

加
。
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た

砂
像
は
砂
の
芸
術
の
幻
想
的

な
美
し
さ
で
来
場
者
を
魅
了

し
て
い
た
。

砂
像
は
砂
像
彫
刻
家
の
茶

圓
勝
彦
さ
ん
が
制
作
。
高
さ

４
�
、
幅
１６
�
で
、
鳥
取
か

ら
２
６
０
	
の
砂
を
運
び
、

１
カ
月
か
け
て
製
作
し
た
。

会
場
の
鳥
取
ブ
ー
ス
で

は
、
カ
ニ
汁
や
サ
ザ
エ
の
壷

焼
き
な
ど
特
産
品
の
販
売
の

ほ
か
、
０９
年
４
月
か
ら
１
年

間
、
鳥
取
県
の
因
幡
地
域
で

開
催
さ
れ
る
鳥
取
自
動
車
道

開
通
記
念
事
業
「
２
０
０
９

鳥
取
・
因
幡
の
祭
典
」
を
Ｐ

Ｒ
。
同
祭
典
で
は
、
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
世

界
各
国
の
砂
の
彫
刻
家
が
腕

を
競
う
「
世
界
砂
像
フ
ェ
ス

テ
バ
ル
」
が
行
わ
れ
る
。

大
阪
商
議
所
、６
月
に
初
試
験

歴
史
や
文
化
な
ど
多
様
な

大
阪
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら

お
う
と
、
「
な
に
わ
な
ん
で

も
大
阪
検
定
」
の
第
１
回
公

開
試
験
が
０９
年
６
月
２１
日
に

大
阪
市
内
の
会
場
で
実
施
さ

れ
る
。
主
催
は
大
阪
商
工
会

議
所
。
会
場
は
未
定
。

検
定
で
は
、
大
阪
府
域
の

歴
史
や
文
化
、
産
業
、
食
、

観
光
な
ど
幅
広
い
分
野
の
知

識
を
問
う
。
公
式
テ
キ
ス
ト

も
０９
年
２
月
下
旬
を
め
ど
に

刊
行
す
る
予
定
。
３
級
と
２

級
の
２
レ
ベ
ル
で
、
い
ず
れ

も
マ
ー
ク
シ
ー
ト
選
択
方

式
。出
題
は
１
０
０
問
以
内
。

受
験
料
は
３
級
が
３
３
０
０

円
、
２
級
が
４
４
０
０
円
。

１
級
の
検
定
は
２
０
１
０
年

度
か
ら
２
級
合
格
者
を
対
象

に
実
施
す
る
予
定
だ
。

合
格
者
に
は
特
典
が
あ

る
。
海
遊
館
や
空
中
庭
園
展

望
台
、
大
阪
城
天
守
閣
な
ど

の
入
場
料
割
引
ク
ー
ポ
ン
の

冊
子
が
贈
ら
れ
る
ほ
か
、
町

歩
き
イ
ベ
ン
ト
の
特
別
優
待

も
。
成
績
優
秀
者
は
次
年
度

の
検
定
料
が
無
料
に
な
る
。

名
称
は
一
般
公
募
の
２
０

１
件
の
中
か
ら
採
用
。
「
な

に
わ
」
や
「
な
に
が
な
ん
で

も
」
、
「
な
ん
で
も
」
な
ど

多
様
な
意
味
を
含
み
、
楽
し

い
試
験
で
あ
る
こ
と
を
想
起

で
き
る
こ
と
か
ら
決
定
し

た
。
ま
た
、
検
定
の
シ
ン
ボ

ル
マ
ー
ク
も
、
大
阪
の「
大
」

を
モ
チ
ー
フ
に
製
作
し
た
。

主
催
の
大
阪
商
工
会
議
所

で
は
、
合
格
者
向
け
の
グ
ッ

ズ
製
作
や
特
典
の
提
案
な
ど

に
関
す
る
協
賛
企
業
も
募
集

し
て
い
る
。

１０万人目は神林さん
＝写真中央

湯
郷
温
泉
に
鉄
道

模
型
館
オ
ー
プ
ン

岡
山
県
美
作
市
の
湯
郷
温

泉
に
１２
月
２０
日
、
「
湯
郷
温

泉
て
つ
ど
う
模
型
館
＆
レ
ト

ロ
お
も
ち
ゃ
館
」
が
オ
ー
プ

ン
し
た
。
産
学
協
同
事
業
と

し
て
京
都
精
華
大
が
協
力
。

同
大
の
学
生
が
製
作
し
た
温

泉
街
を
テ
ー
マ
に
し
た
マ
ン

ガ
や
鉄
道
模
型
ジ
オ
ラ
マ
の

展
示
を
行
う
。

鉄
道
模
型
ジ
オ
ラ
マ
は
約

１
０
０
平
方
�
。
美
作
湯
郷

と
同
地
を
走
る
Ｊ
Ｒ
姫
新
線

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
。
レ
ト
ロ

お
も
ち
ゃ
は
、
神
戸
在
住
の

画
家
、
竹
中
信
清
氏
が
２０
年

か
け
て
収
集
し
た
も
の
を
展

示
。
ま
た
、
少
年
雑
誌
の
イ

ラ
ス
ト
や
プ
ラ
モ
デ
ル
の
箱

絵
な
ど
で
活
躍
し
た
昭
和
の

挿
絵
画
家
、
故
小
松
崎
茂
氏

の
貴
重
な
原
画
な
ど
も
展
示

さ
れ
る
。

入
場
料
は
大
人
３
０
０

円
、
小
人
１
５
０
円
。
休
館

日
は
水
曜
日
（
祝
日
の
時
は

翌
日
）
。
問
い
合
わ
せ
は
同

お
も
ち
ゃ
館
（
�
０
８
６
８

・
７２
・
０
０
６
１
）
ま
で
。

ゲ
レ
ン
デ
彩
る

湯
沢
冬
花
火

ス
キ
ー
場
で
花
火
が
楽
し

め
る
「
湯
沢
冬
花
火
」
が
１２

月
３１
日
か
ら
来
年
３
月
２８
日

ま
で
の
期
間
中
、
新
潟
県
湯

沢
町
内
１３
の
ス
キ
ー
場
で
順

次
開
催
さ
れ
る
。
創
作
花
火

が
ゲ
レ
ン
デ
を
幻
想
的
に
演

出
す
る
。

日
程
は
次
の
通
り
。

１２
月
３１
日


湯
沢
パ
ー
ク

ス
キ
ー
場
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｐ
Ａ
ス

キ
ー
ガ
ー
デ
ン
▽
１
月
１０
日



パ
イ
ン
リ
ッ
ジ
リ
ゾ
ー
ト

神
立
▽
１
月
１１
日


Ｇ
Ａ
Ｌ

Ａ
湯
沢
▽
１
月
１２
日


湯
沢

中
里
ス
キ
ー
場
▽
１
月
１７
日



湯
沢
高
原
ス
キ
ー
場
▽
１

月
２４
日


Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｐ
Ａ
ス
キ

ー
ガ
ー
デ
ン
▽
１
月
３１
日



中
里
ス
ノ
ー
ウ
ッ
ド
ス
キ
ー

場
▽
２
月
１７
日


苗
場
ス
キ

ー
場
、
か
ぐ
ら
・
み
つ
ま
た

ス
キ
ー
場
▽
２
月
２１
日


ル

ー
デ
ン
ス
湯
沢
ス
キ
ー
場
▽

３
月
７
日


湯
沢
高
原
ス
キ

ー
場
▽
３
月
１４
日


か
ぐ
ら

・
田
代
ス
キ
ー
場
▽
３
月
２１

日


一
本
杉
ス
キ
ー
場
▽
３

月
２８
日


岩
原
ス
キ
ー
場

http://www.3s-group.co.jp
http://www.suwako-onsen.com/
http://www.nunonochikara.com
http://kokonoe.entetsu.co.jp

